
単位：億円
（注）下記数字は億円未満を四捨五入しております。その関係により、合計欄等で単純合算と差が生じることがあります。

2015年度 2016年度 前　年 当第１四半期業績の特徴

第1/4期 第1/4期 同期比 Ⅰ．前年同期比増収・増益

591 611 20 　◇売上高は、円高の影響により輸出・海外取引が減収

51 59 7 　　 となるも、ミヤコ化学㈱の連結寄与により増収。

42 46 3 　◇増収・採算向上により、各段階利益ともに増益。セグ

9 13 4 　　 メント利益は、繊維事業(主に製品分野)の収益改善、

2 -0 -3      固定資産売却益計上(化学品事業)等により増益。

11 13 2 Ⅱ．財務基盤は安定　

特　別　損　益 0           2 2 　◇自己資本比率は、47.3％と高水準を維持。

11 15 3 Ⅲ．トピックス

　◇グローバル展開強化。　海外拠点の拡充。

法　人　税　等 -3 -4 -1 　　 蝶理ベトナム、イスタンブール事務所稼働開始。

法人税等調整額 -0 -1 -1 　　 メキシコ現地法人、リマ事務所の設立手続中。

8 10 2 　◇ガバナンス体制の更なる強化。　監査等委員会設置

-0 0 0 　 　会社へ移行(2016年6月定時株主総会で承認)。

8 10 2 　◇文部科学省後援「日本ダンス大会」に特別協賛(6月)。

当第1/4期 前年同期比 前第1/4期 前年同期比 前第1/4期 当第1/4期 前年同期比

繊維 243 -7 3 4 4 6 2

化学品 288 69 6 1 7 9 2

機械 79 -43 -0 -0 0 -0 -0 

その他 0 -0 0 0 0 0 0

連結合計 611 20 9 4 11 15 3

繊　維　： <好調>　合繊原料・テキスタイル

国内 207 94 <堅調>　ユニフォーム、インナーウェア

輸入 143 9 化学品 ： <堅調>　医農薬中間体

輸出 69 -17 <回復>　有機化学品

海外 192 -66 機　械　： <苦戦>　中南米向け車輛

　貿易取引 404 -74 <開発>　環境関連

（構成比） (66.2%) -(14.8%)

611 20

財政状態 前期末 当第1/4期 増減

総　　資　　産 987 885 -102

ＲＯＡ(経常利益ベース*) 5.6% 5.7% 0.1%

4.4% 4.6% 0.3%

自　己　資　本 428 418 -10

自己資本比率 43.4% 47.3% 3.9%

有利子負債（ネット**） -80 -62 19
*ROAは経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益を年間ベースに修正

**ネット：現預金等控除後

　第２四半期（累計）

　通　　　　　　　　期

○2016年度の普通株式についての配当金は、期末に１株当たり年間36円を予定しています。

3,000 60 64 44

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益

1,400 27 29 19

合　計 591

ＲＯＡ(親会社株主に帰属する

　　　　四半期純利益ベース*)

２０１６年度連結業績予想 売上高 営業利益

113

134

86

258

478

(81.0%)

591 13

形態別売上 前第1/4期 当第1/4期 前年同期比
事　業　別　の　概　要

219 7

122 -0 

0 0

営業利益 税金等調整前四半期純利益(セグメント利益)

前第1/4期 当第1/4期

250 7

税金等調整前四半期純利益

(セグメント利益)

四 半 期 純 利 益

非支配株主に帰属する四半期純利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

ｾｸﾞﾒﾝﾄ情報
売上高

売 上 高

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

営 業 利 益

営　業　外　損　益

経 常 利 益

２０１６年度 第１四半期 連結決算
＜ハイライト情報＞

2016年7月26日

損益の状況


